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令和２年度 第６回 鳥取市総合企画委員会 議事概要 

 

日  時  令和３年３月２９日（月）１４：３０～１６：３０ 

場  所  鳥取市役所本庁舎６階 会議室６－５～６－８ 

出席委員  上原幸恵委員、岡村健太郎委員、小谷加代子委員、坂本直副委員長、塩谷義

勝委員、下田敏美委員、杉本由美子委員、田中節哉委員、林由紀子委員長、

前根伸彦委員、森本孝行委員、山田康子委員、山本暁子委員、吉田正委員

（敬称略 ５０音順） 

欠席委員  田中利明委員、浜江和恵委員、森原昌人委員、矢野順治委員、山根滋子委員、

吉田雅之委員 （敬称略 ５０音順） 

鳥 取 市  市長・副市長ほか関係部局長、政策企画課、創生戦略室（事務局） 

 

＜議事概要＞ 

１ 開会（渡邉企画推進部次長兼政策企画課長） 

 

２ 市長あいさつ 

【深澤市長】 

皆さん、こんにちは。市長の深澤でございます。今日は年度末の大変お忙しい中、本

年度第６回となります総合企画委員会にご出席をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。委員の皆様におかれましては、今日のこの会議を含めまして９回にわたり、第１１

次総合計画や第２期の創生総合戦略についてご審議を賜ってきておるところでございます。

改めまして、感謝を申し上げる次第でございます。 

 第１１次総合計画の基本構想につきましては、今年の１月１９日に答申をいただきまし

て、２月定例市議会に上程をさせていただきまして、議会の皆さんにご審議をいただき、

３月２４日、 終日に議決をいただいたところでございます。 

 本日は、この第１１次総合計画の実施計画案や、また、第２期創生総合戦略について具

体的な事業をお示しさせていただきたいと思います。どうか忌憚のないご意見を賜ります

ようよろしくお願いを申し上げる次第でございます。 

 また、委員の皆様におかれましては、本日がご就任 後の会議となるようでありますの

で、できますれば市政全般につきまして、また、この総合計画、創生総合戦略について、
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一言ずつ触れていただければ大変ありがたいなと、このように思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いを申し上げます。簡単でございますが、開会に当たりましてのご挨拶と

させていただきます。本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

３ 委員長挨拶 

【林委員長】 

 皆さん、こんにちは。委員長を務めさせていただいております林でございます。先ほど

深澤市長さんからもお話がありましたが、この第１１次鳥取市総合計画については、令和

元年の７月に諮問をいただきまして、それに対して皆さんと一緒に１年半にわたって協議、

検討を行ってきて、令和３年１月に答申をさせていただいたというものでございます。そ

して、３月２４日には市議会での議決もされましたということでございまして、委員の皆

さん、本当に１年半お疲れさまでございました。私も委員長として初めて計画策定に関わ

らせていただきまして、なかなか初めてのことでいろいろと分からないこともあり、委員

会のたびごとに、これはこうしたほうがよかったかなといろいろ反省しきりでございまし

たが、答申が終わりほっとしたところでございます。 

 計画は実行してこそ意味があるものでございまして、今後は計画がきちんと実施できる

ように、そのことを注目し達成できるように委員会としてもチェックするという役割が、

また次の委員の皆様によって果たしていただくことになると思います。それから、先ほど

市長さんからもありましたが、この就任の中では今回が 後の委員会ということで、今日

の次第の中で、４の議題の次に５として意見交換を入れております、時間の関係でどの程

度皆さんにお話ししていただけるか分かりませんが、それぞれ一言ずつでもご意見、ご提

案をいただけたらと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。 

 

４ 議題 

（１）第１１次鳥取市総合計画 第１期実施計画（案）について 

【林委員長】 

それでは、議事の進行をさせていただきます。お手元の次第に沿って進行させていた

だきます。 

 まず、（１）第１１次鳥取市総合計画第１期実施計画案について、事務局より説明お願
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いいたします。 

【上田政策企画課創生戦略室長】 

 失礼いたします。事務局、創生戦略室の上田でございます。説明資料につきましては、

資料１をご覧いただきたいと思います。第１１次鳥取市総合計画につきましては、本年１

月に総合企画委員会を代表しまして、林委員長様から市長へ計画案を答申いただきました。

先ほどもありましたけども、２月には、市議会に計画の議案を上程させていただきまして、

３月２４日に議決され、この４月から新たな計画がスタートするという運びとなっており

ます。６月頃までには、この新しい計画書を印刷製本させていただきまして、委員の皆様

にお届けするよう予定しているところでございます。 

 この新たな計画を推進する主要な事業につきましては、実施計画に位置づけることとし

ております。昨年１２月の総合企画委員会に実施計画のイメージ案をお示ししておりまし

たが、その後、令和３年度の当初予算編成に併せまして、内容を検討させていただきまし

て、お手元資料の実施計画案として取りまとめさせていただいております。 

 まず、１ページ、第１章実施計画の概要というところからでございます。真ん中、少し

下にピラミッド状の図を添付しております。総合計画は、上から順に基本構想、基本計画、

実施計画の３層構造で構成しております。実施計画につきましては、基本施策を実現する

ため、推進する事務事業を定めることとしております。 

下の２番、対象事業でございます。対象事業は、基本計画で定めた基本施策、こちら

に関わりの深い主要な事業を位置づけさせていただきまして、日常的に行われる事務事業

は対象外とするようにしております。 

 それから、右側、３計画の期間と計画の運用というところでございます。こちらは毎年

度の施策の進捗状況ですとか、新たな課題を踏まえて事務事業を検討しまして、予算編成

に併せて見直しを行い、３年計画を策定することとしております。基本計画は５年間の計

画ですので、実施計画は５回策定する形となります。 

 ３ページをお開きください。第２章、実施計画となります。少し下の１、総括表、その

中に（１）で重点施策、総合戦略とあります。こちらには総合戦略の基本目標ごとの事務

事業数を記載しております。真ん中右側に合計を表示しておりまして、計１９７事務事業

となっております。また、このうち２１につきましては再掲事業となっておりまして、こ

の重複を除きますと、実質１７６の事務事業を実施することとしております。続きまして、

真ん中少し下、（２）で基本施策の展開というところの集計表をご覧ください。集計結果
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につきましては右側４ページの下に記載をしております。事務事業数の合計は２８２、こ

のうち２６は再掲事業となっておりますので、この重複分を除きますと、実質２５６の事

務事業となっているところでございます。下、２番の計画の内容でございます。施策別の

事務事業の概要を、これから順に説明させていただきたいと思います。 

 ５ページをお開きください。こちらの様式につきましては、一番上に総合計画、総合戦

略の目標などを記載しまして、少し下に、その基本施策を推進する事務事業を所属別一覧

で記載するようにしております。その一覧表の左から２列目、ナンバーの次になりますが、

こちらには人口減少問題を克服し、地方創生を推進する総合戦略の事業に該当するものに

丸印をつけております。それから、少し右に行きまして４列目と５列目、こちらには事務

事業の予算区分、それから事業別概要のページ番号を記載しております。詳細につきまし

ては資料１参考資料、事業別概要等抜粋で参照可能なつくりとしております。ご覧いただ

いております一覧は、基本施策、結婚・出産・子育て支援、こちらに位置づけた事務事業

です。事業数は子どもの居場所づくり推進事業費などの３０事業、うち総合戦略の事業は

２７事業となっております。以降は基本施策ごとの事業数と再掲事業などを中心に説明さ

せていただきます。 

 ８ページをお開きください。こちらは教育の充実・郷土愛の醸成です。事業数は環境大

学運営費交付金など１２事業、うち戦略事業は１１事業です。 

 それから、次の９ページをご覧ください。９ページ下にナンバー１２、ＧＩＧＡスクー

ル構想事業費がございますが、こちらは２月の補正予算で予算措置されまして、令和３年

度、新年度に繰り越して実施する事業となっております。市の予算事務事業は年度内の完

了が基本となりますが、例外的に翌年度に繰り越して実施する事業もございまして、その

ようなもののうち主要なものにつきまして実施計画に位置づけております。 

 次に、右側、１０ページをご覧ください。生涯学習の推進です。事業数は鳥取市生涯学

習推進講座麒麟のまちアカデミー開設費などの６事業、うち戦略事業は５事業となってお

ります。 

 次に１１ページをご覧ください。安心できる社会保障制度の運営です。事業数は地域共

生社会推進・生活困窮等包括的支援事業費など４事業です。戦略事業はございません。 

 １２ページをご覧ください。こちらは超高齢社会に向けたまちづくりの推進です。事業

数は福祉事業所指導監督事業費など１３事業、うち戦略事業は１３全部となっております。 

 １４ページをご覧ください。こちらは障がいのある人の自立支援です。事業数は身体・
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知的・精神障害者相談員設置事業費など７事業です。戦略事業はございません。 

 １５ページをご覧ください。健康づくり・疾病予防・介護予防の推進です。事業数は高

齢者福祉・ボランティアバス運行事業費など１３事業、うち戦略事業は１２となっており

ます。右側、１６ページの一番下、ナンバー１３の地域リハビリテーション活動支援事業

費でございます。こちらは超高齢社会に向けたまちづくりの施策で位置づけた事業の再掲

となっております。 

 １７ページをお開きください。安全・安心のための保健衛生と医療の推進です。事業数

は災害医療対策費など７事業です。戦略事業はありません。このうち、一番下のナンバー

７、市立病院運営費、こちらは公営企業の鳥取市立病院の運営事業となっております。 

 右側、１８ページをご覧ください。スポーツ・レクリエーションの振興です。事業数は

スポーツ推進委員活動費など１０事業。うち戦略事業が１０全部となっております。 

 １９ページをご覧ください。人権擁護の推進と人権意識の醸成です。事業数は市民啓発

推進費など４事業です。戦略事業はありません。 

 右側、２０ページ、男女共同参画社会の形成です。事業数は女（ひと）と男（ひと）と

のハーモニーフェスタ事業費など４事業です。戦略事業はありません。このうち一番下、

ナンバー４の事業につきましては結婚・出産・子育て支援に位置づけた事業の再掲となっ

ております。 

 ２１ページをご覧ください。地域福祉の推進です。事業数は地域食堂ネットワーク運営

補助金など６事業、うち戦略事業は４事業です。一番上のナンバー１の事業は結婚・出

産・子育て支援に位置づけた事業の再掲です。それから、下の５番と６番、こちらは超高

齢社会に向けたまちづくりに位置づけた事業の再掲となっております。 

 右側、多文化共生のまちづくりの推進です。事業数は国際交流プラザ管理運営費など５

事業、うち戦略事業は５全部となっております。 

 ２３ページをご覧ください。協働のまちづくりの推進です。事業数は若者による地方創

生政策推進事業費など７事業、うち戦略事業は７全部としております。 

 右の２４ページをご覧ください。持続可能な経済成長の実現です。事業数は国際経済交

流推進事業費など１５事業、うち戦略事業は１５全部としております。このうち、真ん中

辺り、４番の事業につきましては超高齢社会に向けたまちづくり、こちらの施策に位置づ

けた事業の再掲です。 

 ２６ページをご覧ください。工業の振興です。事業数は、国際経済交流推進事業費など
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３事業、戦略事業は３つ全部です。また、掲載事業３つは全て持続可能な経済成長の実現

にも位置づけている事業の再掲となっております。 

 ２７ページをご覧ください。商業とサービス業等の振興です。事業数は関西情報発信拠

点推進事業費など６事業、うち戦略事業は６つ全部です。１番と３番と５番、この再掲事

業につきましては、持続可能な経済成長の実現の施策の再掲事業となっております。 

 右の２８ページをご覧ください。農林水産業の成長産業化です。事業数は学校給食計画

栽培支援事業費など２４事業、うち戦略事業が１８となっております。 

 ３０ページをご覧ください。ふるさと・いなか回帰の促進です。事業数は文化芸術推進

事業費補助金など９事業、うち戦略事業は９つ全部となっております。このうち５番と９

番の事業につきましては商業とサービス業、７番は協働のまちづくり、８番は持続可能な

経済成長の各施策に位置づけている事業の再掲でございます。 

 ３１ページをご覧ください。滞在型観光の推進です。事業数は国際観光推進事業費など

１０事業、うち戦略事業は９となっております。 

 ３３ページをご覧ください。シティセールスの推進です。こちらは、事業数はシティセ

ールス推進事業費などの４事業、うち戦略事業は３つとなっております。下の４番の事業

につきましては持続可能な経済成長の実現にも位置づけている事業の再掲です。 

 右側、３４ページをご覧ください。自治体間連携の推進です。事業数は麒麟のまち創生

推進事業費など４事業、戦略事業は３つです。このうちナンバー３は滞在型観光の推進、

ナンバー４につきましては農林水産業の成長産業化、それぞれの施策に位置づけたものの

再掲となっております。 

 ３５ページをご覧ください。他都市との交流の推進です。事業数は国際交流費など２事

業です。戦略事業はございません。 

 右側、３６ページをご覧ください。文化芸術によるまちづくりの推進です。事業数は文

化振興費など４事業、うち戦略事業は４つ全部です。このうちナンバー２につきましては

ふるさと・いなか回帰の促進にも位置づけている事業の再掲となっております。 

 ３７ページをご覧ください。文化財の保存・整備による「まちづくり」資産の形成です。

事業数は鳥取城跡保存修理事業費など３事業です。戦略事業はございません。 

 右側、３８ページ、生活基盤の充実です。事業数は要望活動事務費など１３事業、戦略

事業は６つとなっております。３９ページ、次のページをご覧ください。１２番、１３番

でございます。１２番につきましては震災対策整備事業、こちらは公営企業の水道事業の
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事業となっております。それから１３番につきましても同じく公営企業で下水道事業の実

施事業となっております。 

 ４０ページをご覧ください。中心市街地の活性化です。事業数は旧本庁舎・第二庁舎跡

地活用検討事業費など９事業、うち戦略事業は８つとなっております。４１ページをご覧

ください。先ほどの続きになりますが、一番上、ナンバー８、鳥取駅周辺にぎわい創出事

業でございますが、こちらは生活基盤の充実にも位置づけている事業の再掲となっており

ます。 

 ４２ページをご覧ください。魅力ある中山間地域の振興です。事業数は人材誘致・定住

促進対策事業費など８事業、うち戦略事業は８つ全部となっております。このうち一番上

のナンバー１の事業につきましては、ふるさと・いなか回帰の促進にも位置づけているも

のの再掲です。 

 ４３ページをご覧ください。交通ネットワークの充実です。事業数は山陰縦貫・超高速

鉄道整備推進市町村会議負担金などの５事業です。戦略事業はこのうち４つとなっており

ます。 

 ４４ページをご覧ください。地域情報化の推進です。事業数は市政広報費などの９事業、

うち戦略事業は３つとなっております。一番上のナンバー１の事業につきましてはシティ

セールスの推進、それから下のナンバー９のＧＩＧＡスクールの事業は教育の充実・郷土

愛の醸成にも位置づけているものの再掲となっております。 

 ４５ページをご覧ください。地域防災力の向上です。事業数は総合防災対策事業費など

１３事業、このうち戦略事業は４つとなっております。右側、４６ページの一番上、ナン

バー８、避難行動要支援者の事業でございます。こちらは地域福祉の推進に位置づけたも

の再掲です。それから、下のナンバー１３につきましては公営企業、下水道事業の事業と

なっております。 

 ４７ページをご覧ください。防犯・交通安全対策の充実です。事業数は交通安全対策費

など３事業です。戦略事業はございません。 

 ４８ページをご覧ください。安全・安心な消費生活の確保でございます。事業数は１で

戦略事業はございません。 

 ４９ページをお開きください。循環型社会の形成です。事業数はごみ減量化推進事業費

など３事業、戦略事業はございません。 

 後に５０ページをご覧ください。環境保全活動の推進でございます。事業数は名木・
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古木保存費など６事業となっておりまして、戦略事業はございません。 

 実施計画の説明につきましては、以上でございます。 

 続きまして、お手元に当日配付資料、委員事前意見一覧をお配りしておりますので、ご

覧いただきたいと思います。本日の会議資料、実施計画案につきまして、坂本副委員長様

から事前にご意見等いただいておりますので、担当部局長より順次回答内容の概要を説明

させていただきます。 

【平井経済観光部長】 

 経済観光部長の平井です。事前にいただきました意見のナンバー１でありますけれども、

この第１１次総合計画の中で、「しごとづくり」の分野で新規に実施される計画はどのよ

うなものかということで、右のほうに回答をさせていただいております。資料１の２５ペ

ージの１４番、これは地元企業早期ブランディング事業費という名前をつけておりますが、

高校生の職場学習、企業学習というものを、令和３年度から新たに計画をしております。

これまでは実業高校２年生の企業見学会ということで、大型バスで学年が３班ぐらいに分

かれて、企業を２、３社見学してもらうという事業でありましたが、より地元定着率を上

げるために、令和３年度からは年間を通じた高校のカリキュラムとして、オンラインサー

ビスを使った特定の企業へのフィールドスタディーということもやります。事前にその企

業やサプライチェーン、地域のつながりというようなものを、端末を使った学習をして、

その上で企業の職場体験を行い、また、その後も事後学習ということで、その学びを深め

ていただくというような年間のカリキュラムということを計画しております。今までは普

通高校はございませんでしたけども、今回鳥取西高等学校からも申込みがありまして、令

和３年度は試行的に２校で実施していただこうとしております。こういうことによって、

仮に大学進学された方でもその卒業後の就職先の選択として、地域の企業への理解とかそ

ういうものを通じて検討してもらえるのではないかというようなことを考えております。 

 それから、もう一つ、資料１の２７ページの６番目になりますけれども、これは令和３

年度新規で上げておりますオフィス移転誘致の活動、事業の一つですが、６番については、

ワーケーションを意識したような改修なり拠点づくりに対する支援を予定しております。

その上の４番のところにも同じようにオフィス移転という事業を書いておりますが、これ

は令和２年度のコロナ対策の補正予算で既に着手しておりますが、実質的にはこの第１１

次総合計画のアフターコロナという動き等を先取りしたようなものですので、様々な形で

オフィス移転とか新規の工場の進出とか、そういったものを呼び込んでいきたいと思って
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おります。新規事業としてはそのような概要です。 

 続きまして、２番目にご質問いただいております、総合戦略の中での数値目標について

はＫｅｙ Ｇｏａｌ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒということでいいかと。その上で、各事業のＫ

ＰＩ、Ｋｅｙ Ｐｅｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒとの関係性を「しごとづく

り」の中での説明をということであります。おっしゃるとおり、総合戦略の数値目標とい

うのは 終目標で、ＫＰＩはそれを図るための各事業の進捗状況などの数値ということで

意識しております。例としましては、右側の回答の後半の部分に書いておりますが、例え

ば、総合戦略のしごとづくりの数値目標で一番頭にしております、就業者１人当たりの市

内ＧＤＰの向上という目標に対して、施策として持続可能な経済成長の実現ということで、

事業としては、そのうち一つですが、市の公式インターネットショップとっとり市につき

まして売上げを伸ばしていこうというようなことを書いております。そのあたりが一応関

連しているというようにご理解いただければと思います。確かに総合戦略の数値目標をこ

れで実現できるのかというようなご指摘はあろうかと思います。数値目標というのは市だ

けで全てコントロールできるものではないとも思っておりますが、関係機関ということも

ございますので、様々な各方面の取組と併せて、我々も施策を展開してこの目標に近づき

たいという気持ちでおります。以上です。 

【高橋企画推進部長】 

 企画推進部長の高橋でございます。続きまして、当日資料裏面のご説明をさせていただ

きたいと思います。３番については総合戦略と実施計画との関連ということですが、総合

戦略の資料のご説明がまだでございますので、総合戦略の説明をしてから３番については

お話しをさせていただきたいと思います。 

 ４番につきましては、実施計画に関して、継続事業がほとんどで、新しい事業など、既

存事業の棚卸しや外部環境等の変化に対応する新しい視点が必要ではないかというような

ご意見でございます。そのとき時々刻々と変わる世に応じた施策が必要ではないかという

ことですが、これは誠にもっともなことで、我々もそれを目指していかなければいけない

というように考えております。行政の事業というのは、継続しなければいけない、継続性

が大事な事業もたくさんございますので、回答にも書いておりますが、例えば子どもの医

療費負担の軽減でありますとか、休日夜間診療など、こういったことにつきましては継続

して実施すべきものであるというように考えております。また、後段につきまして、ＧＩ

ＧＡスクール構想でありますとか、地元企業早期ブランディング事業など、新たな事業も



－10－ 

取り入れさせていただいております。いずれにしましても、実施計画の計画期間は３年と

いうことですけれども、毎年度見直しということでございますので、そのときそのときに

応じて新たな事業を加えていく、あるいは少し達成したような、さらに上に向かっていか

なければいけないような事業については変更していく、そういうような見直しを行ってい

きたいと、行うべきであろうというように思っております。 

 また、５番目でございますが、総合計画などの計画遂行に当たって、力強く事業推進を

行う○○事業推進本部というような新しい組織をつくる必要があるのではないかというこ

とでございます。こちらもご指摘のとおりだというように思います。幅広い分野を総合的

かつ一体的に取り組むということは必要であろうかというように思います。例えば、今ま

でにも情報化の推進本部でありますとか、生涯学習の推進本部、協働のまちづくり推進本

部、そのほかにも男女共同参画関係の本部であるとか、様々な本部を設けて、こちらの今

までの総合計画実施に併せて事業の推進を行ってきております。引き続き、こうした本部

で専門的に、集中的に審議を行って事業の推進を行うとともに、トータルとすれば総合計

画の達成に向けて事業を進めていくと、そういった取組を取り組んでいきたいというよう

に考えているところです。以上でございます。 

【林委員長】 

 ありがとうございました。坂本副委員長から５点、事前にご意見を出していただいてい

て、ナンバー３は資料２の関係ですので、後で説明していただくことにして、１、２、４、

５について、ただいまの回答についていかがでしょうか。 

【坂本副委員長】 

 実施計画策定の際には、いろいろご苦労があったんだろうと思います。全体を見させて

いただきますと、先ほど高橋部長が言われたように、継続事業として当然持続的に対応し

ていかないといけない部分がある。これは当然お金に限りがあるわけですから、それを踏

まえて今の鳥取市が直面している課題、もしくはこれから将来に向かってより魅力的な地

域になるための課題、いろいろなものを組み込んでいかないといけないという意味では、

市のご担当の方々、市長を始め皆様のご苦労というのはかなり大きなものだろうと思いま

す。そのことを承知した上で、過去の数回の委員会の中でも、度々言わせていただいたの

ですが、やはり基本的に現状の掘り下げというのが実態を踏まえてできている部分、特に

戦略的に何をしよう、こうしようというところの、戦略性を高めていく上での現状に対す

る掘り下げといいますか、調査といいますか。現状目指すべきものが、なぜ今その状態で



－11－ 

とどまっておるのかという原因追求も含めて、そこをしっかりやっていくことが、いわゆ

るこの計画を推進していく上でも実行性ある計画にするためには必要だろうという視点で

ご質問をさせていただいたというところでございます。特にこの実施計画の中でほとんど

新規性が見られないというのは、先ほどの予算措置等の問題もあるでしょうし、また、コ

ロナがなかなか終息しない、先が見えない状況、そういうことも踏まえてのこともあって、

なかなか新しいことに対してのチャレンジといいますか、そういうことが見えにくいとい

うことだろうというふうには理解しております。ただ、その中身を見て、先ほどちょっと

戦略性がある云々ということも含めて新規性のことをご質問したのですが、回答として、

２つのことを掲げられているのですが、少なくとも令和３年度の予算の中で上げられてい

る、先ほどの地元企業早期ブランディング事業、これは予算規模として非常に小さいです

ね。それと、いわゆるワーケーションと、今、国のほうでいろいろ言われているもの、新

規事業がこの２つしかないというのが、非常にそういう意味では、先ほど冒頭申し上げた

ようなことにもつながっているのかなということで。実施計画として今回示されているも

のが議会で承認されたということでございますので、今後の、次の実施計画、もしくはそ

れぞれ計画されているものを実施されている中で見直しをかけられたり、そのことの効果

に関してしっかり評価をしていただくということでお願いをしたいというように思います。 

 それから、２番目のＫＰＩ、ＫＧＩに関しましては、やっぱりここが制度設計の中でし

っかり反映させていかないといけないということで、先ほど平井部長が事例として挙げら

れたものに関しましては、これが鳥取市のＧＤＰ、７，５００万弱の達成につながるもの

かとなると、若干論拠に乏しいような感じがいたします。そもそもＧＤＰを上げていくと

いうためにはいろんなファクターがあると思いますので、そのファクターを明確に上げた

上で、それがＫＰＩとなって、それぞれのファクターのＫＰＩをしっかり実現することが、

いわゆるトータルとしてのＧＤＰ、これがＫＧＩとすれば、それの実現につながるだろう

というように思っていますので、具体的に実施していく中で、幾つかのＫＰＩが当然ＫＧ

Ｉを実現するためにあるはずですので、ＫＧＩとＫＰＩのその関連性とか、もしくはその

ウエート付け、そういうものをしっかりやっていただけたらというように思います。 

 それと、４番目、これはまさに先ほど、当初申し上げたこととつながるところがござい

まして、これは実施計画だけではなくて、戦略や総合計画の中でもなかなか新しいものと

いいますか、現状を捉えきれていないなというところがありましたので、ぜひ、朝礼暮改

になるということはなかなか難しいかもしれませんが、事業を進めていかれる中で十分な
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検討をもって、やはり変化させていくといいますか、本来の目標目的にかなったものにし

ていただけたらというように思っております。 

 ５番目に関しましては、私が申し上げるのは、非常に蛇足みたいなことになるかと思い

ますけども、やはりいろんな物事を進めていく上で、なかなかスピード感が我々から見て

感じられないというのが、現状の市のいろんな施策を進めていく中で感じておるところで

ございます。そういう意味で、やはり重点的な課題をしっかり狙いをつけて、いわゆる組

織そのものをもう少しダイナミックに見直していただくということも必要があるのではな

いかという意味で、申し上げた次第でございます。取りあえず私からは以上でございます。 

【林委員長】 

 ありがとうございました。スピード感がないというちょっと厳しいご指摘もいただきま

したが、この実施計画をそれぞれ実施していく中で努力をすべきということだったと思い

ます。これは、ご提案ということで受け止めさせていただきます。 

 そのほか、皆さんの中からご意見とかご質問ありましたらお願いいたします。いかがで

しょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、資料１はこれで終わらせていただいて、次は（２）、第２期鳥取市創生総合

戦略（案）についてに入らせていただきたいと思います。事務局より説明をお願いします。 

【上田政策企画課創生戦略室長】 

 事務局の上田でございます。資料の２―１をご覧いただきたいと思います。 

 第２期鳥取市創生総合戦略（案）でございます。昨年１２月の総合企画委員会でお示し

しました第２期戦略案、こちらにつきましては、その後、関係部局におきまして第１１次

総合計画を踏まえて、記載内容の 終調整を行わせていただきました。総合戦略の主な修

正内容につきましては、もう一つの資料、資料２―２を添付しておりますが、そちらに一

覧として集約をしております。本日の説明につきましては、一覧ではなく、この２―１、

戦略本体の資料を使い順に説明させていただきます。説明させていただく箇所につきまし

ては、目印として黄色の太枠で囲っておりますので、参照いただければと思います。 

 初に１０ページをお開きください。真ん中少し下に、教育の充実・郷土愛の醸成とい

う施策を位置づけております。総合戦略の重点施策の記載につきましては、総合計画基本

計画の施策の基本的方向という項目がございまして、その記載と同じとするつくりとさせ

ていただいております。黄色の枠の記載の一部につきまして、総合戦略の記載と若干ずれ

が生じておりましたが、 終的に総合計画が固まりましたので、それに合わせて整えると
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いう意味で修正をさせていただいております。 

 続きまして、１５ページをご覧ください。こちら持続可能な経済成長の実現でございま

す。こちらの黄色の枠も変更しております。 

続きまして、１７ページをご覧ください。工業の振興でございます。こちらの黄色の

枠、先ほどの持続可能な経済成長、こちらの工業の振興、総合計画の施策の基本的方向に

合わせまして、記載を修正しております。それから、一番下にＳＤＧｓの項目がございま

す。こちらのアイコンに総合計画に合わせまして１０番の人や国の不平等をなくそう、こ

ちらのアイコンを追加させていただいております。 

 続きまして、右側１８ページをご覧ください。商業とサービス業等の振興でございます。

こちらの黄色の枠、同じく総合計画に合わせまして記載内容を修正しております。それか

ら、下の具体的な取組でございます。こちらにオフィス新設、移転への支援、こちら修正

前は文末の記載を支援の検討としておりましたが、令和３年度当初予算で事業化されまし

たので、こちら支援という表現に修正をさせていただいております。 

 続きまして、１９ページをご覧ください。１９ページ、ＳＤＧｓのアイコンでございま

す。こちらも総合計画に合わせまして、１１番を追加しております。 

 続きまして、２２ページをご覧ください。２２ページは、農林水産業の成長産業化でご

ざいます。同じくＳＤＧｓのアイコン、総合計画に合わせまして１２番を追加しておりま

す。 

 続きまして、２６ページをご覧ください。滞在型観光の推進です。黄色の枠につきまし

ては、同じく総合計画に合わせた修正を加えております。 

 ２７ページをご覧ください。ＳＤＧｓのアイコンでございますが、同じく総合計画に合

わせて１７番を追加しております。 

 続きまして、右側２８ページをご覧ください。シティセールスの推進の施策となります。

こちらのＫＰＩ、シティセールス取組評価値、こちらはこれまでは数値が整理中というこ

とで未記載でございましたが、令和２年度の調査結果がまとまりましたので、それを元に

現状値６３．８％、目標値７１．５％としております。 

 ２９ページをご覧ください。文化芸術によるまちづくりの推進、こちらの黄色の枠、そ

れから３１ページをご覧ください。３１ページ下になります生活基盤の充実、この２つの

黄色の枠につきましては、同じく総合計画に合わせて修正を加えております。 

 それから、右側３２ページの下、ＳＤＧｓのアイコン、総合計画に合わせて１７番を追
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加しております。 

 続きまして、３４ページをご覧ください。魅力ある中山間地域の振興、こちらの黄色の

枠と、それから３６ページは交通ネットワークの充実、こちらの黄色の枠、それから連続

になりますが、３７ページの地域情報化の推進の黄色の枠、この３つにつきましても総合

計画に合わせた表現に修正をさせていただいております。 

 それから、３９ページをご覧ください。スポーツ・レクリエーションの振興です。ＳＤ

Ｇｓのアイコンに、総合計画に合わせまして８番を追加しております。 

 続きまして、４４ページをご覧ください。地域福祉のまちづくりの推進の施策となりま

す。下のＳＤＧｓのアイコンに、総合計画に合わせまして４番と１６番を追加させていた

だいております。総合戦略案の説明につきましては以上でございます。 

 続きまして、先ほどの委員事前意見一覧、こちらのナンバー３につきまして、引き続き

説明させていただきます。 

【高橋企画推進部長】 

 それでは、先ほどの当日配付資料の裏面、３番をご覧いただければと思います。 

 これにつきましては、ただいまの総合戦略と、それから 初に説明させていただきまし

た実施計画、それとの関連性とか網羅性が見えない、また初年度から５年目までの設計が

できていないのではないかというご指摘でございます。総合計画との関連につきましては、

回答にも若干書かせていただいておりますが、例えばということで、資料２―１の１６ペ

ージの例を記載させていただいております。ご質問の戦略の具体的な取組と実施計画との

関連性ということでございまして、１６ページに具体的な取組ということで、①から⑤ま

での項目で挙げさせていただいております。そして、実施計画、先ほどの資料１では２４

ページの施策が該当になってまいります。この両者の関係でございますけれども、例えば

資料２－１の１６ページの②のところに、公式インターネットショップのとっとり市の取

組が書いてございます。これにつきましては、実施計画では２４ページの表の７番が該当

になります。もう一度戦略の１６ページに戻っていただきますと、この具体的な取組の①

から⑤まで、取組がポツごとにそれぞれあります。このポツごとの取組それぞれが、実施

計画の２４ページの表でいきますと、こちらの創生総合戦略事業の欄に丸がついていると

ころ、これの事業のどれかに当たるということになっています。直接どれとどれがという

ことはちょっと見ただけでは分かりにくいということがあるので、そういったことを含め

てのご指摘だろうかなというように思いますけれども、関連といたしましたら創生総合戦
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略１６ページの取組は、全て実施計画２４ページと２５ページ、この両方に掲げさせてい

ただいておるということでございます。ほかの取組につきましても、戦略、それと実施計

画につきましては、このように関連するような形で計画をつくらせていただいておるとい

うところでございます。 

 それから、５年目までの設計ということでございますが、ちょうど実施計画２４ページ

を開いていただいていると思いますので、２４ページでいいますと、真ん中の列のところ

が令和３年度から５年度ということで、事業の概要を記載しております。そして、その右

側に令和３年度の事業を書かせていただいております。ご指摘のとおり、５年間の１年目

がこれで、２年目がこれでというふうな形にはしておりませんけれども、来年度の計画を

このようなことで考えています。そして事業の進捗状況を見たりしながら事業の見直しを

毎年毎年行っていきたいというように思っているところであります。実施計画の上には基

本計画が、これが５年間ございます。実施計画と基本計画、これは結びついた計画になっ

ておりますので、そういった意味で、５年間の目標を定めて進めさせていただくというよ

うなことにいたしております。以上でございます。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。ただいま資料２－１の、第２期鳥取市創生総合戦略の説明をし

ていただきました。それで、事前に出していただいた坂本副委員長さんのご質問に対して、

ただいま回答がありましたが、いかがでしょうか。 

【坂本副委員長】 

 非常に不満足な回答をいただいたように、私は認識しています。まず総合戦略の中身と、

それからこの実施計画で掲げている中身のレベル感についてですが、今、高橋部長がご紹

介された、公式インターネットショップとっとり市の売上金累計額云々というところと、

総合戦略の１６ページの販路・取引拡大、これを対比されているということなんですけど

も、いわゆる総合戦略に書かれている内容のレベル感と実施計画に書かれているレベル感

がほぼ一緒だということなんですね。これは何を言っているかというと、結局先ほどもお

っしゃいましたように、戦略を実施するための本当のホップ・ステップ・ジャンプ、しっ

かり初年度の実施計画の中で検討できているのか。要は、それぞれ３年間と５年間という

ところで期間の差が２年ありますけれども、５年で書かれている内容と３年として書かれ

ている内容がほぼ似通っているという状況の中で、なかなか実現性を、この販路・取引拡

大というのが具体的な取組だとすれば、その１項目のところのとっとり市における云々と
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いう内容、それとそれを踏まえたＫＰＩと、この実施計画の中での掲げている項目、ここ

のレベルがあまり具体的でないということなので、これをどうされるのかなというところ

が一つの疑問点でございます。それを踏まえて、初年度の実施計画として議会承認された

令和３年度の当初予算、こことの関係性がどんなになっているのかなと。恐らくインター

ネットショップを例に取られたのは、分かりやすいということで取られたのだと思います

が、この１年、令和３年度が終わった暁には、例えばこの項目はどういうふうなことを目

指されているのか、結果的にどうなっているのかなというところが、ちょっと全体の立て

つけとして分かりづらいなということでございます。 

総合戦略の３６ページ、交通ネットワークの充実というのがございます。例えば、こ

れについて、総合戦略と実施計画の関連性を、同じレベル感でご説明いただいたらどうな

るかちょっとお尋ねしたいんですけど、よろしいでしょうか。 

 交通ネットワークの充実というものが、戦略の課題として示されているわけですね。こ

の総合戦略と、実施計画の中でどれが対比してどうなっているのか、そこのところをご説

明いただけますでしょうか。 

【林委員長】 

 事務局で回答をお願いします。 

【上田政策企画課創生戦略室長】 

 事務局でございます。戦略３６ページの一番上、共助交通の導入件数、こちらＫＰＩが

ございまして、次に、下の具体的な取組で、持続可能な生活交通体系の構築、その中にバ

ス路線の再編や共助交通等の推進を図っていくという取組がございます。実施計画につき

ましては、４３ページになりますけども、こちらの４番目、再掲事業ですが、地域主体型

生活交通確保支援事業費、共助交通に取り組むＮＰＯ等に対する運行補助ですとか、車両

の導入支援、そういった施策を通じまして、持続可能な交通網の推進を図っていくという

ような取組による事業をここに位置づけております。そのような視点でご覧いただければ

と思います。 

【坂本副委員長】 

 今のご説明に関してなんですけど、じゃあ、そういう形でここで取り組みますよねと、

これは再掲になっていますけども、従来がどうだったので、結果こうなっているのか。今

現在を捉えてこの戦略に対して、令和３年度以降の計画はこうなっているのか。これの実

現性とか整合性に関して、今までの経緯の中で実現できていたことと、それから実現でき
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にくかったことと、実現できなかったこと、こういうものが恐らくあるんだろうと。それ

を踏まえた上で、戦略に基づくものを実施計画として落とされて、これを例えば３年なり

５年の中で、どういうようなプロセスで実現していくかというところまで、しっかり落と

し込んで、初年度の予算の中に反映されているかということをご質問させていただいてい

るんですけど、その辺はいかがなんでしょうか。 

【林委員長】 

 都市整備部長さん、お願いします。 

【谷口都市整備部長】 

 都市整備部長の谷口でございます。まず、戦略でＫＰＩを掲げておりますけども、令和

元年度で３件共助交通の導入が実施されております。公共交通の状況でありますとか、空

白地の状況を踏まえますと、令和７年度には８件ぐらいの対策が必要だろうという計画を

立てているところでございます。その中で、この実施計画では、４３ページになりますけ

れども、令和３年度は共助交通の運行助成４団体、それから導入支援５団体というのを、

予算化して取り組んでいこうという計画にしておるところでございます。 

【坂本副委員長】 

 事業別概要では１５３ページということが書いてありますが、これ、予算としては、１

００円バスというところですか。 

【谷口都市整備部長】 

 この共助交通の支援金は１５３ページの上の段に入っておりまして、この中には路線バ

スの維持のための予算でありますとか、それから路線バスが通らないようになったところ

の共助交通を支援する予算というようなものが盛り込んであります。 

【坂本副委員長】 

 分かりました。中身をまた見させていただきます。非常につながりが見づらいんですよ

ね。なかなか事前に全部が見切れていないんですけども、先ほど申し上げましたこの目標

値が本当に実現されていくためにホップ・ステップ・ジャンプでしっかりデザインされて

いて、それが結果として間違いなくほぼ達成できると。そのためのＫＰＩは何ぞやという

ところに落ちていないので、実施することが、要は予算を使うことがＫＰＩになってしま

って。何ができたから、 終的に目標の８件なんだというところまで、本当に行けている

のか。例えば共助交通の導入件数で、共助交通ってそもそも何ぞやというところまで、ち

ゃんと落とし込んで、その中の現状が３件ですよと。これを８件にするにはどういう内容
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で８件になりますよと。そのためにはこういうことをやる、ああいったことをやる、そし

て結果的にこうなりますよと、きちっとつながっていますかということをお尋ねしている

んですね。細かく見ることができていなくて申し訳ないんですけども、それが全然問題な

くきちっとできていますよということであれば、問題ないと思うんですけども、そのあた

りはいかがでございますか。 

【林委員長】 

 この点については、企画推進部部長さん、お願いします。 

【高橋企画推進部長】 

 その点については各課で検討しておると思いますので、毎年のローリングといいますか、

見直しのときにそういったことが明らかになってくるとは思いますけれども、私どもでい

ただいておるのは、５年間の計画を今回くださいという具合にはお願いはしておりません

けれども、５年後の目標ということで、数値設定をさせていただいておりますので、段階

的な計画策定、そういったものをしていただいているというように思っております。 

【坂本副委員長】 

 思っていらっしゃればもうそれはそれで大丈夫だと思うんですけど、要はこの計画段階

で、きちっとそういうものが整合性のある形で説明が果たされていて、それをちゃんとし

かるべきレベルでご了解、ご理解されているのかと。要は現場から上がってきたからそう

だろうなという話ではなくて、これは１つの事例として挙げたのですが、本当にどういう

内容で、共助交通を実現するんだ。こういうものがあるべき姿の共助交通だという前提な

り、方向感があって、その具体的な内容がこれで、これを実現するためにこうだというの

がきちっとできておるということであれば、私どもとしては安心できるんですけども、な

かなかそれが見えづらいということで、挙げさせていただきました。この交通ネットワー

クの充実という件に関しては、かなりいろんな課題があるとは私自身思っているんですけ

ども、またひとつよろしくお願いしたいと思います。 

【林委員長】 

 ありがとうございました。委員の皆さまから何かご質問、ご意見等ございますでしょう

か。今ちょうど第２期鳥取市創生総合戦略について意見を伺っているところです。いかが

でしょうか。はい、塩谷委員さん。 

【塩谷委員】 

 今のところの関連以外でもいいでしょうか。都市整備部長、そして企画推進部長にちょ
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っとお願いします。 

 以前、この委員会で駅前整備事業についてお尋ねしたことがあります。現在、駅前整備

事業は継続中ということでしたが、令和２年度、第２期鳥取駅周辺再生基本構想で交通ア

クセスターミナル機能、これの強化と、そして駅前既存商業施設及びバード・ハットを活

用したイベントを活性化し、そういうことで駅前を活性化していくということが上げられ

ており、また２０日前後の日本海新聞に２回ほど連続で、駅前整備事業が取り上げておら

れましたが、これ、ぜひ実施していただきたいと思います。ぜひ駅前周辺だけでなく、市

役所の移転により若桜街道商店街は疲弊しているというか、人通りが物すごく少なくなっ

ていくと思うんです。そのことに関連してですが、ぜひ旧本庁舎跡地を小劇場といいます

か、舞台設備が整備された施設であって、作品展示を展示する部屋を何部屋か設置して、

部屋の間の仕切り板を取ったら、鳥取市美術展でもできるようなもの、そういう人が出入

りするような施設つくっていただきたいと思います。 

 この間も新聞に出ていましたが、専門委員会でもちょっと結論がまだ出なかったという

ことですが、市民アンケートも済んで、各団体の要望もほとんど出尽くしておると思って

おります。ぜひ、鳥取市が主導を取って、旧市庁舎跡地活用の方向を決定していただきた

いと思います。市のキャッチフレーズではないですけど、人がいきかい、にぎわう鳥取、

駅前から若桜街道商店街、これが鳥取の顔だと思っておりますので、ぜひ文化芸術を展示

できるような施設をつくっていただきたいと思います。都市整備部長と企画推進部長に、

ちょっとお話いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

【林委員長】 

 塩谷委員さんから駅前活性化の整備事業の実現と若桜街道の活性化、それと市役所跡地

についての活用について、ご意見、ご提案がございました。都市整備部長さんと企画推進

部長さん、回答お願いできますか。 

【谷口都市整備部長】 

 都市整備部長でございます。駅周辺の関係でございますけども、基本的には駅周辺は中

心市街地活性化基本計画、これの中で位置づけておるところでございます。その中で２核

２軸という考え方がございまして、特に駅前については、駅周辺再生基本構想というもの

をつくって事業をさらに進めようという考え方を基に、計画を立てているとこでございま

して、令和２年度はこの駅周辺再生基本構想の第２期というものを作成いたしたところで

ございます。その中には、これまでの取組を踏まえながら、連携中枢都市圏の考え方であ
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りますとか、それからＡＩなどでありますとか、新型コロナウイルス感染症の状況と、そ

ういう新しい視点も踏まえた上で、委員の皆さまに計画をつくっていただいたというとこ

ろでございます。そういう視点も、令和３年度の事業にも取り込みながら、中心市街地活

性化基本計画全体を見ながら、特に駅周辺についてはこれからも取組を進めてまいりたい

というように考えているところでございます。以上でございます。 

【高橋企画推進部長】 

 企画推進部長の高橋です。私からは、旧庁舎の跡地の活用についてお話をさせていただ

きたいと思います。先ほどお話がありましたように、先般専門家の委員会を開きまして、

どういった機能がいいのかという絞り込みをする作業をさせていただきました。その会で、

まだ結論が出ておりませんで、今週、また委員会を開かせていただきたいなというように

思っております。 

 アンケートの結果についても、新聞などでご覧になっていただいておるというように思

いますけれども、ある程度の傾向が出てきております。これを１つにいきなり絞るという

ことではなくて、アンケートの結果を尊重させていただきながら、 大５つぐらいに絞り

込んでいって、来年度早々に具体的な、それぞれの機能を実現するための具体的な活用策

について、検討を始めたいというように思っております。なるべく早く決めてくださいと

いうような意見をたくさんいただいておりますので、来年度なるべくスピード感を持って

やりたいとは思っておりますけれども、やはり具体的な活用策になってまいりますと、こ

ちらも市民の方の意見、また議会の意見とか、また専門家の方の意見、こういった意見を

伺いながらやっていきたいというように思っております。ワークショップであるとか、ま

たアンケートとかも取りながら具体的な活用策を考えていきたいというように思っており

ますので、またご意見をよろしくお願いしたいと思います。 

【塩谷委員】 

 ありがとうございます。私たち文化団体、６７団体の要望も出ておりますし、市民アン

ケートの結果も出ていると思いますので、極力早く進めていただきたいと思います。そし

て、若桜街道ですけど、旧本庁舎跡地、何かそういう人が出入りする施設を造っていただ

ければ自然と若桜街道の人通りも増えてくると思います。ぜひなるべく早く実現していた

だきたいと思います。以上です。ありがとうございました。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。 
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 そのほか委員の皆さんから何かございますでしょうか。また、このあと、お１人ずつお

話はしていただこうと思いますけども、今のところで何かご意見等ありましたら。 

 特によろしゅうございますか。 

 それでは、議題の（２）、第２期鳥取市創生総合戦略（案）については、これで終わら

せていただきます。 

 それでは、次第５番目の意見交換に移ります。 初に市長さんからもお話がありました

し、私からもお話ししましたとおり、本日を含めて９回にわたって、鳥取市総合計画や鳥

取市創生戦略等について議論してまいりました。４月から新たな計画や戦略がスタートし

ますが、ここでご出席の委員の皆さん全員から第１１次鳥取市総合計画の施策の推進など、

市政に関するご意見、ご提言を一言ずついただきたいと思います。時間は３０分以上ござ

います。本日の出席委員は１４人ですから、お一人３分弱多分お話しできると思います。 

上原さんから順番に感想でも結構ですので、お願いいたします。 

【上原委員】 

 上原です。身近なところの話なのですが、Ｉターンで鳥取市に住んでくださっている方

が、勤めはじめられて、ちょっと心の悩みでお仕事に出られなくなったという話を聞いた

んです。そういう場合に、どこかそういう心の相談できる場所というのがあるのかなと。

その辺がちょっと分からなかったんですけど、その方は、今年の５月ぐらいには地元に帰

られるという話も聞きました。せっかく移住していただいたのに、何かそういったことに

対処できるようなところがあればと思うんですけど、相談できる場所はありますでしょう

か。 

【林委員長】 

 健康こども部長さん、お願いします。 

【岩井健康こども部長】 

 健康こども部長、岩井でございます。心の悩み、あるいはひきこもりの方々ということ

で、鳥取市でも支援させていただいておりまして、相談窓口を設けております。保健所の

保健医療課、この中に心の健康支援室という特別な室を設けておりますので、そちらに相

談をかけていただければと思います。よろしくお願いします。 

【林委員長】 

 ぜひ、その方にお伝えしていただいて、もう少し鳥取のほうで活躍していただいたらと

思います。次に、岡村委員さん、お願いします。 
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【岡村委員】 

 岡村です。私はタイム、とっとり交流連絡会という国際交流に関わる会を代表して、出

させていただいています。 

 近ですが、鳥取に来られる外国人もそうなんですが、今までは中国ですとか韓国系の

方が多かったのですが、 近外国人労働者の割合が変わってきまして、ベトナム人の労働

者が多く入ってきております。今までとはちょっと文化が違う方が入ってこられて、いろ

いろ問題が起きたりもしているということをちらほら聞きますが、そういった方が問題を

起こさないようにすることや、そういった方のケアというのも、やっぱり文化が違うので

必要になっています。市としても支援に取り組んでいただきたいなということを要望いた

します。よろしくお願いします。 

【林委員長】 

 企画推進部長さん、お願いします。 

【高橋企画推進部長】 

 企画推進部長です。ありがとうございます。おっしゃるとおり、今ベトナムの方が非常

に一番多いと思います。中国の方とか韓国の方よりもかなり多くなってきているという状

況がございます。今年度、私どもは多文化共生の社会の取組が必要ということで、基本計

画をつくらせていただきました。意見も照会させていただいたのではないかなというよう

に思いますけれども、そういった方針を基に来年度以降取り組んでいきたいというように

思っております。もちろんホームページの多言語化ということや、それからまちなかでの

そういった案内文であるとか、そういったことも今後必要になってくるのかなというよう

に思います。多くの外国人の方がいらっしゃいますので、湖山には国際交流プラザなども

ありますが、そういったところを中心になるべく支援を広げていきたいというように思っ

ておりますので、引き続きご協力をよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

【林委員長】 

 よろしゅうございますか。ありがとうございます。 

 それでは、小谷委員さん、お願いします。 

【小谷委員】 

 小谷です。今回この総合計画の委員として関わらせていただいて、本当に市の事業とか、

そういうものをまた身近なものとして捉えることができたかなというふうに思っています。 

 その中で、まちづくりというのが一番の主体になってくると思うんですけども、まちづ
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くりの基本の、誰もが自分らしく暮らし続けることができる、持続可能な地域共生のまち

を目指すということで、その中で、今後の鳥取を発展させていくためには人づくりが大切

だということで、教育の充実とか、そういうのをしっかり図っていっていただきたいなと

いうふうに思っています。 

 それから、これからデジタル化が進んでいくと電子申請であるとか、いろんなものがオ

ンラインによって行われたりすると思うんですけど、私が友達とかにそういうこと言うと、

使ってないよという反応が本当に多いです。そういう人たちに向けて、本当にデジタル化

になったときに、どのようにすればいいのかというようなことが、きちっと一人一人に伝

わっていくようにしてほしいなというふうに思っています。 

先ほど、上原委員さんから、どこに相談に行ったらいいか分からないというようなお

話もあったんですけども、それぞれの地域の中で、困っている人に対して支援ができる体

制づくりというのも必要です。市役所の職員だけではとても無理だと思いますので、まち

づくり協議会であるとか、そういうところにしっかりと足を運んでいただいて、こんなと

きの相談を、こんなところでできるよというような組織があったらいいかなと思います。

今、私は、ふれあい食堂に関わっていて、子どもとか、それから高齢者の方が来られてい

て、人数も多く来られるようになったんですけど、そういう居場所づくりの中で、小さな

声が聞き取れるようにしていけたらなというふうに思っています。待っていても一人一人

の声は届かないと思いますので、本当に市の職員の方は大変だと思いますけども、もっと

出かけていって一人一人に届くような施策の充実を図っていっていただいたらというふう

に思っています。お願いです。以上です。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。 

 続いて塩谷委員さんお願いします。先ほどお話されたので、よろしいですか。わかりま

した。 

 それでは、下田委員さん、お願いします。 

【下田委員】 

 下田です。私はこの委員会以外に連携中枢都市ビジョン懇談会にも出席させていただい

ておるんですけども、鳥取市には麒麟のまちの推進の事業があります。今回、ビジョン懇

談会に出ていて思ったのは、新温泉町の方は非常に鳥取市と一体ですということを強調さ

れます。何かやっぱり鳥取市を頼っておられるというのをひしひしと感じたかなと。ただ
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し、鳥取県東部の４町の方は普段から一体的になっているので、なかなかそういうところ

が、ある意味ライバルであってもいいんですけど、連携という部分が若干少ないのかなと

いう気がしております。 

 今回のコロナワクチンの関係におきましても、私ども東部医師会は当然１市４町が業務

の範囲ですので、４町の話もお聞きしているんですけど、どうしてもある面では鳥取市を

頼られたりとかというようなことで、連携がうまくいってなかったなというようなことを

ちょっと感じましたので、今後麒麟のまちとか、連携中枢都市ビジョン等でもこの連携を

しっかりしていただければ、鳥取市だけじゃなく、大きな総合計画とか事業の推進に役立

つんじゃないかなと思ったのが感想です。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。 

 続いて、杉本委員さん、お願いします。 

【杉本委員】 

 杉本です。コロナ禍で約１年過ぎようとしているところなんですけれども、教育現場に

関していいますと、本当に、子供たちの安心・安全のために学校行事とか環境整備とか、

本当にいろんなご苦労があったのではないかなというふうに思っています。私の周りにい

らっしゃる同年代の方であるとか、あるいは小学生、中学生を持つお母さん方からちほら

とお声を聞く機会もあるんですけれども、本当に学校は工夫してよく頑張ってくださって

いるというようなことをよく聞きますので、ぜひ現場の先生方に市民のそういう声を返し

ていただけたらなと思っています。 

それから、コロナ禍で２年目ということに、４月からなるわけですけれども、少しず

つ子供たちのそういう、何ていうんでしょうね、制限された生活の中から、コロナとうま

く付き合いながら学校生活が、またもう少し幅が広がっていくとありがたいのかなという

ようなことも一市民として思っているところです。 

 それから、学校に関する様々な行事がたくさんあって、先ほどから、例えばＧＩＧＡス

クール構想とか、４月からいよいよということで、本当に新しい時代のものが教育現場に

たくさん入ってきて、ああ、教育の現場はまた多忙だなというようなことを本当に思いま

す。そんな中で、先生方の働き方改革、健康管理、そして教員不足に対する人材の確保と

いうようなことで、本当に教育委員会はじめ皆さまのご苦労というのはあろうかなと思っ

ております。全てを満遍なくというのは非常にやはり難しいと思いますので、ぜひ軽重を
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つけて、あるいはもうなくしていいものはあっさりやめようというような、そういう英断

をしていただいて、先生方がいきいきと働ける環境づくり、鳥取市の学校は働きやすくて

いいぞというような声が聞こえてくるとありがたいかなというふうに思っています。 

 それから、 後になりますけれども、今回のこの総合企画委員会に、参加させていただ

きまして本当にありがとうございます。鳥取市にずっと住んでいるとはいえ、なかなか行

政の全分野に関していろんなことのお話を聞ける機会というのは、本当になくて、言葉ひ

とつから学んでいかないと分からないことがたくさんありました。全部分かったわけでは

ないですけれども、鳥取市に携わっている皆さま方は、本当に一生懸命市政のことを考え

てやってくださっているんだなということもよく分かりました。あとは、教育、学校運営

に関してもそうなんですけれども、やはり強弱をつけたり、メリハリをつけるといいます

か、そういう部分がないと何か個性が出てこないといいますか、何かそういうところがあ

ったり、あるいは何かわくわくしたものをやっていかないとなかなか元気が出ないという

ようなところはあろうかと思いますので、本当にこれからも鳥取市の発展を楽しみに、一

市民として応援していきたいと思います。どうもありがとうございました。 

【林委員長】 

 ありがとうございました。 

 次は吉田委員さん、よろしいですか。 

【吉田（正）委員】 

 労働団体から今回参画させていただいております。 

 私も初めて鳥取市の総合計画に関わらせていただきました。本来であれば私どもは労働

団体でございますので、人づくりの観点から日々考えていることを市政に反映できたかど

うかというのは分からないんですけど、いずれにしても私どもは鳥取市、行政に対して、

政策、制度、環境を含めて要請をさせている関係上、市長をはじめ大変なコロナ禍の中で、

市民の命や暮らしと安全を日々行政運営されていっていることに、まずもってご礼を申し

上げたいなというふうに思います。いずれにしても、このコロナ禍の中で、鳥取市財政、

潤沢なわけではございません。財政の健全性確保については言うまでもなく、重要でござ

いまして、財政運営の今後客観的な評価と、副委員長がおっしゃられていますように、

日々のチェック機能を確保しながら、今後に向けて頑張っていただきたいなというふうに

思います。本当にありがとうございました。 

【林委員長】 
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 ありがとうございました。 

 続いて、山本委員さん、お願いします。 

【山本委員】 

 令和元年、私がこちらに移住してきてから、こちらの委員会に移住者としてまちづくり

の意見をということで参加させてもらっています。そのときに私自己紹介で、市民Ａの山

本ですというように自己紹介したんですけれども、本当に始めたときはさっぱり意味が分

からなくて、すごくいろんな膨大な資料があって、見たらいいことが書いてある。でも、

書いてあることはすごくいいんですけれども、一市民として考えたときの実態とのギャッ

プと違和感というのをすごく感じていて、せっかく就任したからには何か役に立てること

があればといろいろ考え続けたんですが、今回の計画策定で何も私のほうからできなかっ

たというのが印象で、移住者の代表として来ているわけなので少し申し訳なかったなとい

うふうに反省しているところではあります。 

 ただ、私がすごく思っているのが、委員意見としても何回も出てきていた、ＰＤＣＡサ

イクルを計画ですごくプッシュされていますけれども、本当にこのチェックとアクション

というのができていないがために、多分、違和感が出てきているんじゃないかなと思って

います。まだ解決策は私の中では全然出ていないんですが、私は現場の職員さんとよく話

をすることがあるので、その人たちと話をすると、やっぱり心に思っていること、こうし

たいということがあるんだなと思うんです。それをうまく吸い上げてきて、うまく実行が

できて、市民もこのすばらしい計画が入ってきているというのを感じられるような仕組み

づくりですとか、先ほどもおっしゃいましたけれども、チェック機関ですとか、そういう

仕組みづくりから変えていかないと何ともならないのかなというふうに思っているところ

です。ぜひ市長さんには、そちらの行政の仕組みですとか、職員さんの教育、ＩＣＴ化も

これから進めていくと思いますけど、実態として市役所の職員の方がＩＴ関係のことをき

ちっとできているかといったら、市民から見たらそうではないというように私は感じてい

ます。なので、その辺りからも変えていただけたらうれしいなというのが、一市民として

の感覚です。意見として捉えていただければと思います。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。 

 次は、山田委員さん、お願いします。 

【山田委員】 
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 山田です。今回初めてこの総合企画委員会に参加させていただきまして、初めて知るこ

ともたくさんありました。毎回資料が届くたびにすごい仕事の量だなというか、市役所の

仕事というか、行政の方は本当にこんなに業務があって大変だなというふうに改めて感じ

ました。 

 私は、子育て分野からということで参加させていただいているんですけれども、鳥取市

保健所になって、健診会場でいつも集まっているんですけれども、そちらもリニューアル

といいますか、新しくなってとてもいい環境で、健診に来られる方も何となく以前より明

るいお顔をされているような、やっぱり場所がきれいだと気持ちがいいなというふうに思

っています。 

これまで活動をやってきた中で思いますのは、いろんな取組がそれぞれあるんですけ

れども、行政の中、この部署はこれだからこれだけというような、縦割りといいますか、

その辺りが横でつながればいいな、目的は一緒なのにというように感じるところがありま

す。その辺り工夫をしながらといいますか、市民から集めた税金ですので、無駄のないよ

うに横のつながりも大事にしながら、進んでいけばいいのかなというように感じました。 

 また、私たちは保健師さんと活動を一緒にさせていただいていますけれども、一つの事

業を３年間で計画をされたときに、ちょうど職員の方と信頼関係ができた頃に人事異動で

人が替わって、また信頼関係を 初から積み上げていくということがあります。もし可能

でしたら、３年間事業であればその間は異動などもなかったら、もう少しスムーズにいく

んじゃないかなというふうに感じるところもありました。 

 あと、今日の説明の中で、高校生の生徒さんが企業の中に入っていくという戦略の取組

があったようですけれども、ぜひ鳥取市をつくっている市役所の中でも体験というか、鳥

取のまちをつくっていこうというところで市役所でも体験ができたらいいんじゃないかな

というように思いました。以上です。ありがとうございました。 

【林委員長】 

 ありがとうございました。 

 森本委員さん、お願いします。 

【森本委員】 

 本当にありがとうございました。 

 地域の住民として一つお尋ねしたいのは、湖山池の周辺は市有地になっているとこが多

いと思いますが、金沢公園、私の住んでいる地域は湖南ですけども、金沢公園、それから
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福井、それから福井からまた三津まで、県の仕事かと思うんですけども、浚渫した跡地が

まだ荒れたままで残っております。高速道路もできて、高速から望む金沢公園はきれいな

四季なんです。今ちょうど桜が山々に咲いて見事な走り映えができるところになっており

ます。この湖山池公園の金沢公園、それから福井公園、それから布勢から大学までの広場

がありますね。これは今、指定管理できれいにしていただいて、青島もきれいにしていた

だいておるんですけども、野原だけじゃどうにもならんじゃないかなと。何か利用方法が

ないかなと、地区として考えないといけんかなというふうに思っておりますので、市のほ

うでも有効活用の検討をぜひお願いしたいというふうに思います。以上です。 

【林委員長】 

 ご要望ということでよろしいですね。ありがとうございました。 

 それでは、前根委員さん、お願いします。 

【前根委員】 

前根でございます。金融分野から参加をさせていただいております。様々な地方創生、

総合戦略の取組があるわけなんですが、やはり仕事づくりということで、持続可能な経済

成長の実現というところにどうしても目がいってしまいます。 

コロナ禍での約１年ということで、この１年の状況をざっと言いますと、やはり、宿

泊、飲食を含めたところの各事業者さん、あらゆる業種がだいぶ痛んでおります。この１

年間は、国や県や市の方々のいろんな制度融資だとか、補助金助成金による資金繰り支援

で何とかもっている状況ではありますが、やはりここに来て、少しずつ、いわゆる廃業だ

とか、そういったものが出てきております。 

コロナで影響を受けられた事業者さんが、現在、一生懸命取組をしておられるのは、

キーワードでいきますと４つでございます。デジタル化の推進だとか、新事業の模索、新

商品の開発だとか、社内の人員体制の整備、各事業者様にお話しを聞きますと、これら４

つのことがキーワードとなっております。 

 重点施策を見させていただきますと、まちづくりの投融資制度は、起業創業の支援です

し、また第三者承継補助金の交付による事業承継の支援、これらは企業のニーズに沿った

施策だというふうに考えております。さらに言いますと、産学官の連携や農工商連携の推

進を行うというような記載がありますが、本委員会の委員でも、私を含めて農協さんだと

か、あと副会頭さんもいらっしゃいますので、ぜひこの連携の推進を早急に加速させてい

ただいて、このＫＰＩを達成して、鳥取市をよくしていきたいなというふうに思っており
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ますので、今後ともよろしくお願いいたします。以上です。 

【林委員長】 

 ありがとうございました。 

 田中委員さん、お願いします。 

【田中（節）委員】 

田中です。感想ということにさせていただきたいと思いますけども、私は主に福祉分

野に視点を置きながら参画させていただきました。また、並行して総合計画に関連する個

別計画、こちらの策定にも関わらせていただいたわけですけども、今後はこの計画の実現

に向けてしっかり進捗状況のモニタリングをしていきたいと思いますし、また鳥取市社会

福祉協議会ということで、実施団体にも位置づけられておりますので、鳥取市と連携しな

がらしっかり取り組んでいきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

以上です。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。 

 では、坂本副委員長、お願いします。 

【坂本副委員長】 

 坂本でございます。一昨年から、この総合企画委員会に参加させていただきました。こ

ういう委員会が、本当にいろんな意味で、地域のそれぞれの役割を持たれた方が発言をさ

れ、そしてそれを踏まえて市の幹部の皆さんと本当真摯な意見交換ができるということで、

ぜひ闊達な形で、できれば本当にかみしもを脱ぎ捨てて、お互いに地域を考える、地域の

経済を考える、地域の人たちを考える、生活を考える、そういう立場で意見交換、それか

ら役割の中でお互いにやはりやるべきことを指摘し合うといいますか、それを踏まえて協

力し合う、連携し合うということが大事だろうと思います。 

 新型コロナウイルス感染症が昨年からなかなか収束に向かっていかないという状況で、

今我々に突きつけられていることは、恐らくコロナがなくても徐々に徐々に、気づかない

うちになっていくことが、コロナで顕在化され、スピードを増して迫ってきているのだろ

うと。そういうことを考えますと、やはりこの危機感といいますか、やはり地域としてい

かに生き残っていくのか、もしくは国としてもこの困難な状況をどう克服していくのか、

非常に我々にとっても大事なことですし、ましてや未来を担う子どもたちにとっても非常

に大事なことだろうと。そういう面では、本当に忌憚のないところで意見交換ができる場
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を、こういう形でつくっていただいて非常にありがたいと思っております。 

 あとは、やはり将来、未来を担う人材をどう育てていくのかとか、そういう意味では先

ほどの高校に対する取組、これもなかなか市のご担当とも若干会議所等で意見交換させて

いただきましたけども、本質的なところをつかみ切れていない中で、何となく課題を共有

化できないままで物事が進みかねないと感じています。この辺もやはり行政の方々と、地

域経済を担う立場の方々、それから経済以外でも地域を担っていろんな形で活動されてい

る方々の本当の意味の連携が大事だろうと思っています。 

１０年の計画、それから５か年の戦略が策定され、まさに４月１日から新しい年度が

始まるということでございますが、市の皆さんは、今回この計画を策定されるにあたって

は非常に多大な努力、ご尽力されたと思います。これを無駄にしないためにも、先ほどか

らお話が出ていますように、しっかり計画を前提として行動し、かつまたそれを振り返り

ながら修正して、新たなものを付け加える。もしくはちょっと違ったという場合について

は少し変更していくというようなこともやっていいことではないだろうかと。いずれにし

ましても、今後もこの企画委員会の中でも、継続していろいろ皆さんと本当に鳥取市、も

しくは鳥取県、それから地区にということを踏まえて、地域のために意見を申し上げてい

きたいと思いますので、よろしくお付き合いいただきたいと思います。どうもありがとう

ございます。 

【林委員長】 

 ありがとうございます。 

 それぞれ、いろいろご意見を出していただきました。非常に、それぞれが日頃ずっと感

じてらっしゃることを市民目線でお話いただいて、本当だなと思うような事柄が非常に多

かったです。私も今までずっと行政に関わっておりましたが、これだけ幅広い施策を全部

見るということはなかったので、非常にいい勉強をさせていただいたと思います。今も坂

本副委員長さんがおっしゃられたように、計画をしっかり実施していく、その中で総合企

画委員会でもしっかりチェックをし、忌憚のない意見を皆さんが出すことができるという

ことが一番大事だと思いますので、ぜひ次の任期は、また別の方が入られるのかもしれま

せんが、鳥取市がよりよくなるような形で委員会が役に立つことがあれば一番いいなと思

っておりますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、意見交換はこれで終わらせていただいて、ここで市長さんから一言お願いを

いたします。 
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【深澤市長】 

 ご指名いただきました。一言でということでありますが、本当に多岐にわたりまして、

本当に示唆に富むご提言、ご意見等いただきましたこと、まずもって心より感謝を申し上

げたいと思います。本当にありがとうございました。 

 また、１年半、本当に長きにわたりまして、９回の委員会で総合戦略、総合計画につい

てご審議をいただきました。本当に感謝申し上げる次第でございます。 

 連携が大事だというようなことも、坂本副委員長さんからいただきました。これから世

の中が本当にあっという間に短いサイクルで変わっていく、国内外が非常に大きく目まぐ

るしく変わってきている、そういった中に我々はいるわけでありますけれども、この計画

をつくるのが目的ではなくて、間もなく令和３年度がスタートするわけでありますけれど

も、不断の検証が必要であるというように思っておりますし、それに基づいて見直しをし

ていく、これが必須であると考えておるところであります。それぐらい本当にあっという

間に世の中が変わっていくというような状況があると思いますので、しっかり我々、それ

を見極めながら検証していく。予算化するに当たっても、前例踏襲するということではな

くて、今までこうやっていたからというようなことは通用しないと考えたほうがいいと思

っておりますので、この総合計画、総合戦略、それから事業概要を今日皆さんにご覧いた

だいたところでありますが、予算編成、予算執行等々が有機的にシステムとして、できる

ようにということが今回一つの工夫だったというように思いますので、そういった形でこ

れからしっかり進捗管理をしながら、事業を進めてまいりたいと、このように考えておる

ところであります。 

 副委員長さんから共助交通について、例として取り上げていただいたわけでありますけ

ども、ちゃんとその辺りがしっかりできているのかというようなご懸念だったと思います。

少し補足させていただきたいと思いますが、平成２１年、１０年以上前ですが、末恒地区、

内海中の皆さんがＮＰＯ法人を立ち上げられて、公共交通が空白の地域で自分たちで運営

をしていこうと、こういった取組が始まりました。また、大和地区の皆さんは自分たちが

始めようということでありますし、国英地区の皆さんも今実証実験といいますか、取組を

していよいよ新年度から進めていこうと。これで３つの地区が取組を進めておられるとい

うことでありますが、佐治町でもやっていこうとしています。５年間ということですから、

１年に１地区ずつということでありませんけども、３地区が８地区というような、そうい

った感覚でこれから全市的にこの取組を広げていこうと。広げるに当たっては、やはり鳥
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取市の支援とか、制度設計が今まで以上に求められると思いますので、それを地域の皆さ

んと一緒にこの事業を取り組んでいただきながら考えていこうと、このようにしておると

ころであります。こういったことで、これは１つの事業の例でありますけれども、全事業

そのような形でしっかり全庁的に管理しながらやっていこうというような仕組みになって

おるところでありますので、その点については少しご安心いただければというように思っ

ておるところであります。 

 また、小谷委員さんから、きちんと一人一人にいろんなことが伝わるようにということ

と、小さな声でも聞き取れるように、現場にしっかり出るようにというようなお話もいた

だきました。全くそのとおりであると思います。また、小さな声でなくて、やはり声も上

げられない、そういった方もいらっしゃるんですが、そういった方の思いやお考えもしっ

かり我々がちゃんと感じとれるようにといいますか、自分たち、職員一人一人が五感を働

かせて、そういった声をしっかり聞き取っていくというような努力は今まで以上に必要で

はないかなと思っております。いろんなことが今行政に求められるわけでありますけれど

も、価値観も多様化してきております。非常に困難な状況にあるわけでありますけれども、

一つ一つしっかりとこの計画を基に取り組んでまいりたいと思いますので、また引き続き

いろんなご意見、ご提言等賜りますようよろしくお願いを申し上げたいと思います。本当

に長期にわたりご審議いただきましたこと、重ねて感謝申し上げまして、お礼のご挨拶と

させていただきたいと思います。本当に皆さん、ありがとうございました。 

【林委員長】 

 皆さまから特にその他ございますでしょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、以上をもちまして令和２年度第６回鳥取市総合企画委員会を閉会させていた

だきます。皆さん、ありがとうございました。 


